
２０１７年５月の邦人犯罪被害事例 
 

在フランス日本大使館領事部 

 

５月中に大使館領事部に届けられた邦人の犯罪被害件数は３３件で、２０１７の合計は、

計１７０件となりました。 

 

今月のコメント！ 

◎凱旋門、シャンゼリゼ通り付近における犯罪被害が増えています。特に署名やアンケート等

と称して囲い込みスリを行う犯罪グループが多くなっているので十分注意してください。 

◎渡航にあたっては、外務省海外旅行登録「たびレジ」への登録をお勧めします。 

【２０１７年５月の被害届分析表】 

 

 

○被害手口 当該月 累計 ○発生場所 当該月 累計

強盗 1 1 ○パリ市内及び近郊
ひったくり 0 12 地下鉄車内・駅構内 10 48
スリ 21 111 RERのB線 0 7
置引き 9 40 上記以外の電車・駅構内 0 2
車上狙い 2 5 凱旋門・シャンゼリゼ通り界隈 6 18

侵入盗（空き巣等） 0 1 エッフェル塔界隈 0 9
偽警察官 0 0 オペラ座界隈 4 21

その他の手口・不明 0 0 ルーブル・オルセー美術館界隈 0 4

合計 33 170 上記地区以外のレストラン・カフェ 1 7

上記地区以外のホテル 0 0

○事件発生時間帯 当該月 累計 上記地区以外の路上 1 15

０時台～５時台 0 4 その他の場所・不明 5 13
６時台～９時台 1 16 ○パリ市とその近郊以外
１０時台～１３時台 11 40 電車・駅等交通機関 0 7
１４時台～１７時台 8 54 レストラン・カフェ等 0 2
１８時台～２１時台 10 40 ホテル 0 0
２２時台～２３時台 2 6 路上 5 12

不明 1 10 その他の場所・不明 1 5

合計 33 170 合計 33 170

○事件発生曜日 当該月 累計 ○性別区分 当該月 累計

月曜日 3 20 男性 15 88
火曜日 5 21 女性 18 82

水曜日 4 24 合計 33 170

木曜日 8 20

金曜日 2 29 ○年齢 当該月 累計

土曜日 5 29 ２０歳未満 2 9
日曜日 6 25 ２０歳代 2 50
不明 0 2 ３０歳代 9 30

合計 33 170 ４０歳代 2 21

５０歳代 8 28

○平日・休日の別 当該月 累計 ６０歳代 5 18

平日 16 104 ７０歳以上 5 12
週末・祝祭日 17 64 不明 0 2

不明 0 2 合計 33 170

合計 33 170

○月別発生件数(２０１７年)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

29 36 42 30 33 0 0 0 0 0 0 0 170



【５月の被害例】 

 

１．北駅前で男性に話しかけられ、気を取られている隙に路上に置いていたバッグが盗ま

れていた。（男性旅行者） 

 

２．メトロ７号線内にて、座席に座り、バッグを横に置いて少しうたた寝をしていたとこ

ろ、気がついたらバッグがなくなっていた。（男性出張者） 

 

３．サントノーレ通りにある水着店にて、店内に置いていたバッグを置き引きにあった。（女

性旅行者） 

 

４．グラン・パレ前の大通りにて車がパンクしたため、路肩に停車し、スパアタイヤと交

換しようとしていたところ、気づかないうちに車のドアを開けられ、車内に置いてい

たバッグを盗まれた。（在住者夫婦） 

 

５．モンパルナス駅にて、ナントに向けて出発するＴＧＶの入口付近で、子ども連れの女

性に進行を妨げられた際、トランクの後ろ側にくくりつけていた貴重品の入ったバッ

グを盗まれた。（女性出張者） 

 

６．ピラミッド駅付近のカフェにて食事中、椅子にかけていたバッグから貴重品を抜き取

られた。（男性旅行者） 

 

７．メトロ２号線にて、荷物を頭上の荷物置きに置いて座っていたところ、下車する際に

バッグがなくなっていた。（男性旅行者） 

 

８．シャルル・ド・ゴール空港からパリ市内に向かうタクシーに乗車中、いきなり窓ガラ

スを割られ、持っていたカバンを強奪された。（女性旅行者） 

 

９．凱旋門からルーブル美術館に向けてシャンゼリゼ通りを歩行中、３～４人のグループ

から署名を求められ、無視していたが、気がついたらバッグのチャックが開いており、

貴重品を盗まれていた。（男性旅行者） 

 

10．LADUREE のシャンゼリゼ店で食事中、足元に置いていたバッグがいつの間にか盗まれて

いた。（女性旅行者） 


